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第 2 章は，著者の開発した動特性測定装置の 1 つについて述べたものである D まず，従来の動特性
測定法，測定結果の評価法を比較検討し，探索信号法の直接性と.モデノレ、法の簡明さとを併用して，
測定対象の各パラメータの値を独立に決定する方法を提案しているo この方法は，測定対象の動特性




























精度，測定時間などにおいてすぐれ，特 l乙， .適応制御系 lこ応用しうることがこの測定装置の長所であ
る。
ついで，著者はこの測定装置を応用した適応御制系を提案している。この)J式は，パラメータ変動
に適応するに際して，実時間の 1/1000 の高速モデノレ系で補償量の計算を行ない， 乙れを常時くりか
えしているので，事実上連続的に適応動作ができ，制御性能が一段と向上する。
著者の研究は，動特性測定，適応制御など，制御工学における最近の課題に対して，理論的に貴重
な知見を加えたもので，しかも，著者の開発した装置ならひ、に)i式が，実用上の要求をほぼ満たすも
のであることは，この研究の重要な成果である。
以上のように，本論文は制御工学ならび、に工業上貢献するところ大で，博士論文として卜分価値あ
るものと;忍める口
